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公募技術の評価と評価の流れ

• 応募された技術の評価は、「施工性」、「適用性」及び「経済性」につい

 てそれぞれ点数化し、その総合点により評価した。
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書類選考 企業プレゼンテーション



３．パイロット試験概要（１）
 ・株式会社大林組

 施工フロー

薬 剤 注 入

地 下 水 揚 水

遮水壁（鋼矢板）・井戸・設備設置

ボ ー リ ン グ 調 査

遮 水 壁 ・ 井 戸 ・ 設 備 撤 去

準 備 工

職
員
現
場
常
駐
期
間

・ ３箇所実施

・ 土壌試料採取、粒度確認

効 果 確 認 （ １ 回 目 ）
・ 土 壌 分 析 （ ボ ー リ ン グ ）

・ 地 下 水 モ ニ タ リ ン グ

効 果 確 認 （ 経 過 モ ニ タ リ ン グ ）
・ 土 壌 分 析 （ ボ ー リ ン グ ）

・ 地 下 水 モ ニ タ リ ン グ

ト リ ー タ ビ リ テ ィ 試 験
・ 薬剤配合量の決定

・ ３箇所実施

・ 土壌試料採取（注入直後）

・ 地下水試料採取（注入直後）

・ ３箇所実施

・ 土壌試料採取（試験終了時）

・ 地下水試料採取（注入１ヵ月後、試験終了時）



３．パイロット試験概要（２）

・技術の概要

メタガード工法による原位置不溶化

・試験期間

2010年11月第3週～2011年3月末

●

 

STEP 1
・遮水壁設置による対策範囲の閉め切り。
・揚水・注入井戸、注入設備等設置。

●

 

STEP 2
・揚水による汚染地下水の回収。

●

 

STEP 3
・メタガード溶液による復水（不溶化処理）。
・土壌・地下水モニタリング
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• 株式会社間組
技術の概要

 
削孔・注入の施工フロー

試験期間

2010年11月15日～2011年3月末

３．パイロット試験概要（３）

●施工手順

事前試験（および調査）

準備工

削孔・注入工

効果確認ボーリング

・使用予定不溶化材※1による室内試験
・施工範囲の工事前ボーリング調査

・支障物撤去等

・超多点注入工法※2の斜め施工による
不溶化材の注入

・ボーリング調査による砒素不溶化の
効果確認

※1 使用予定不溶化材（２材料）
・恒久グラウト材「パーマロックASFⅡα」
・石原産業（株）不溶化材「フィックスオールFBスラリー」

※2多数の注入点を地盤中に立体的に配置し、注入点ごとに最適な圧力・

 
流量による注入を同時かつ自動的に行う工法

①削孔①削孔 ②シール材②シール材
注入注入

③注入管挿入③注入管挿入 ④ケーシング④ケーシング
引抜引抜

⑤注入⑤注入

削孔状況削孔状況

シール材シール材

注入状況注入状況
注入管挿入注入管挿入

状況状況
注入管注入管

設置後設置後

注入状況

注入ポンプ注入ポンプ

監視室監視室
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